
Title 鎌倉時代の国雑掌

Author(s) 白川, 哲郎

Citation 待兼山論叢. 史学篇. 1993, 27, p. 27-55

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/48060

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



鎌
倉
時
代
の
国
雑
掌

白

1
 
1
 
・EE，，

哲

良E

は

じ

め

に

国
雑
掌
に
関
す
る
研
究
は
、
原
田
重
了
泉
谷
康
夫
・
松
崎
英
一
・
赤
松
俊
秀
氏
ら
の
手
に
よ
っ
て
、
平
安
時
代
の
そ
れ
を
中
心
に
進

め
ら
れ
て
き
お
今
、
国
雑
掌
に
つ
い
て
の
共
通
理
解
を
『
国
史
大
辞
典
』
の
「
圏
整
芋
」
の
項
一
向
日
泉
谷
康
夫
氏
執
筆
）
を
も
と
に

摘
記
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

①
も
と
は
四
度
使
の
雑
掌
で
、
平
安
時
代
に
入
っ
て
次
第
に
四
度
使
の
職
務
を
代
行
す
る
よ
う
に
な
り
、
十
一
世
紀
初
頭
以
降
、

「
某
国
雑
掌
」
と
し
て
史
料
上
に
現
れ
る
。

②
国
雑
掌
は
、
所
当
官
物
・
雑
役
な
ど
の
徴
収
か
ら
納
入
ま
で
の
一
切
の
事
務
を
扱
い
、
そ
の
任
期
は
、
国
司
の
交
替
と
と
も
に
代

わ
る
。

③
多
く
の
場
合
、
国
雑
掌
に
は
中
央
政
府
下
級
官
人
が
起
用
さ
れ
、

「
某
成
安
」
と
い
う
仮
名
を
使
用
し
た
。
ま
た
、
そ
の
本
務

27 

職
掌
の
関
係
か
ら
在
京
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
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右
の
よ
う
な
事
実
の
指
摘
に
よ
っ
て
、
平
安
時
代
の
国
雑
掌
に
関
す
る
研
究
は
、
ほ
ぼ
尽
く
さ
れ
た
感
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

最
近
発
表
さ
れ
た
本
郷
恵
子
氏
の
研
一
引
い
乞
除
け
ば
、
鎌
倉
時
代
以
後
の
国
雑
掌
に
論
及
し
た
研
究
は
皆
無
に
等
し
叩
こ
う
し
た
研
究

状
況
の
背
景
に
は
、

い
一
〕
）
と
い
っ
た
認
識
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
既
に
本
郷
氏
が
「
後
者
（
H
中
世
の
国
雑
掌
〈
筆
者
注
〉
）
に
つ
い

〈

6
）

『
遺
制
』
と
決
め
つ
け
る
の
は
明
か
早
計
で
あ
ろ
う
」
と
明
快
に
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
中
世
の

「
国
雑
掌
が
実
質
的
意
味
を
持
っ
た
の
は
、
平
安
時
代
ま
で
で
あ
り
、
中
世
の
国
雑
掌
は
単
な
る
遺
制
に
す
ぎ
な

て
は
ま
だ
本
格
的
な
研
究
が
な
く
、

国
雑
掌
の
実
態
に
つ
い
て
は
、

い
ま
だ
充
分
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

さ
て
、
本
郷
氏
の
研
究
は
、
下
級
官
人
の
経
済
的
活
動
の
分
析
を
通
し
て
、
中
世
前
期
の
王
朝
国
家
財
政
の
実
態
に
迫
ろ
う
と
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
注
目
さ
れ
た
の
が
、
下
級
官
人
の
国
雑
掌
と
し
て
の
活
動
で
あ
り
、
彼
ら
が
当
該
期
に
お
け
る
用
途
の
調
達

過
程
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
以
下
本
稿
で
は
、
本
郷
氏
の
研
究
の
膜
尾
に
付
し
な
が
ら
、
鎌
倉

時
代
の
国
雑
掌
に
つ
い
て
、
①
八
ム
事
用
途
の
調
達
、
②
訴
訟
の
運
営
と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら
、
そ
の
実
態
を
考
察
し
た
い
と
思
う
o

全
般
的
考
察

鎌
倉
時
代
に
お
い
て
、
国
雑
掌
と
確
認
さ
れ
る
事
例
、

お
よ
び
国
雑
掌
と
推
定
可
能
な
事
例
（
H
史
料
上
、
単
に
「
雑
掌
」
と
し
か

記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
前
後
の
文
脈
や
事
情
か
ら
推
し
て
国
雑
掌
と
解
釈
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
事
例
）
を
管
見

の
限
り
で
一
覧
に
し
た
の
が
、
後
掲
の
表
で
あ
る
。
な
お
以
下
の
行
論
で
は
、
こ
の
表
と
の
参
照
の
便
宜
を
は
か
る
た
め
、
表
に
挙
げ

た
史
料
に
つ
い
て
は
、

〈
ぬ
〉
を
付
し
て
表
記
す
る
。
そ
れ
で
は
、
表
を
も
と
に
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
国
雑
掌
の
概
略
を
確
認
す
る
作

業
か
ら
始
め
よ
う
。



ま
ず
、
国
雑
掌
が
存
在
し
た
時
期
の
問
題
で
あ
る
。
表
の
「
西
暦
」

「
年
月
日
」
欄
を
一
瞥
す
れ
ば
、
十
二
世
紀
末
の
文
治
年
間
か

ら
十
四
世
紀
前
半
の
元
徳
年
間
ま
で
の
期
間
、
す
な
わ
ち
鎌
倉
時
代
を
通
し
て
国
雑
掌
が
検
出
さ
れ
る
と
い
う
事
実
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
「
備
考
」
欄
に

A
i
H
と
し
て
注
記
し
た
よ
う
に
、

一
群
の
史
料
を
別
個
に
カ
ウ
ン
ト
し
た
こ
と
に
因
る
偏
り

が
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
た
と
し
て
も
、
こ
の
事
実
は
、
鎌
倉
時
代
全
期
聞
を
通
じ
て
国
雑
掌
が
一
般
的
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
と
考
え
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
国
雑
掌
が
設
置
さ
れ
て
い
た
地
域
、
国
の
問
題
で
あ
る
。
時
期
の
問
題
と
同
様
の
理
由
に
因
る
偏
り
を
念
頭
に
置
い
た
上
で

鎌倉時代の国雑掌

表
の
「
国
名
」
欄
に
目
を
移
せ
ば
、
当
該
期
の
国
雑
掌
は
、
九
州
各
国
に
比
較
的
多
く
確
認
さ
れ
、
ま
た
当
然
の
如
く
鎌
倉
幕
府
の
支

配
・
勢
力
下
に
あ
る
東
国
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
例
が
少
な
い
と
い
う
若
干
の
傾
向
は
見
受
け
ら
れ
る
が
、
国
雑
掌
が
設
置
さ
れ
て
い

た
国
に
つ
い
て
、
地
域
的
観
点
か
ら
何
ら
か
の
顕
著
な
傾
向
性
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
な
お
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
は
あ

ハ
7
〉

る
が
、
全
て
の
固
に
必
ず
国
雑
掌
が
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

右
の
二
つ
の
事
実
に
基
づ
け
ば
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
国
雑
掌
は
、
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
一
般
的
な
存
在
で
あ
り
、
決
し
て
特

別
な
存
在
で
は
な
か
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
か
か
る
一
般
的
な
存
在
で
あ
っ
た
国
雑
掌
に
任
じ
ら
れ
た

の
は
、
ど
の
よ
う
な
人
々
で
あ
っ
た
の
か
。
任
用
者
に
つ
い
て
見
ょ
う
。

冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
、
平
安
時
代
の
国
雑
掌
は
「
某
成
安
」
と
い
う
仮
名
に
よ
っ
て
史
料
上
に
現
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

鎌
倉
時
代
の
国
雑
掌
の
中
に
も
、
こ
の
仮
名
を
使
用
し
て
い
る
事
例
八
日
・
お

1
U
・
訂
〉
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
事
実
は
、
当
該
期

の
国
雑
掌
に
お
い
て
も
、
平
安
期
か
ら
継
続
し
て
中
央
政
府
の
下
級
官
人
が
任
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
そ
し
て
実
際
、

29 

中
央
政
府
の
下
級
官
人
が
国
雑
掌
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
、
実
名
の
知
ら
れ
る
事
例
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
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表
の
中
で
具
体
的
な
名
前
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
国
雑
掌
の
事
例
は
、
わ
ず
か
十
三
例
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
こ
の
う
ち
姓
名

と
も
に
知
ら
れ
る
の
は
、
左
官
掌
紀
国
兼
〈

mv
・
五
位
出
納
中
原
俊
職
〈
出
・
必
・
記
〉
・
大
蔵
丞
右
史
生
安
倍
久
頼
〈
叫

i
訂
〉
の

三
例
に
限
ら
れ
る
。
彼
ら
の
具
体
的
な
活
動
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
既
に
本
郷
氏
の
手
に
よ
っ
て
、
用
途
調
達
上
果
た
し
た
役
割
を
中

心
に
詳
細
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
、
彼
ら
が
有
し
て
い
る
官
職
に
注
目
し
た
い
。
傍
線
を
付
し
た
よ
う
に
、

彼
ら
は
ま
さ
に
中
央
政
府
下
級
官
人
と
し
て
の
官
職
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
鎌
倉
時
代
の
国
雑
掌
に
つ
い
て
も
、
平

安
末
期
の
国
雑
掌
と
同
様
、
中
央
政
府
の
下
級
官
人
が
任
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
と
す
れ
ば
さ
ら
に
、
当
該
期
の
国
雑
掌
は
、
こ

れ
ま
た
平
安
末
期
の
国
雑
掌
と
同
様
に
在
京
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
た
と
推
定
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
鎌
倉
時
代
の
国
雑
掌
の
概
略
を
見
た
。
当
該
期
、
田
雑
掌
が
、
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
決
し
て
特
別
な
存
在
で
は
な
く
、

広
く
一
腰
的
に
活
動
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
平
安
末
期
の
国
雑
堂
？
と
同
様
、
中
央
政
府
下
級
官
人
が
任
じ
ら
れ
て
い
た

こ
と
、
が
確
認
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
で
は
次
に
、
当
該
期
の
国
雑
掌
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。

公
事
用
途
の
調
達

最
初
に
、
表
の
「
内
容
」
欄
を
見
た
い
。
い
く
つ
か
事
例
を
挙
げ
れ
ば
、
斎
宮
寮
納
米
〈
2
v、
八
十
嶋
祭
駅
家
雑
事
〈
7
〉
、
宇
佐

社
作
粒
米
〈
8
・
9
v、
造
内
裏
役
〈
日

1
日
〉
、
最
勝
講
召
物
〈
幻
〉
、
伊
勢
公
卿
勅
使
駅
家
雑
事
・
禄
物
〈
お

1
出
〉
、
賀
茂
祭
召
物

〈
お
・
お
・
お
〉
、
御
更
衣
召
物
〈
担
・
日
〉
、
国
街
年
貢
〈
訂
・
剖
〉
、
御
斎
会
召
物
〈
訪

1
必
〉
、
祈
年
穀
奉
幣
料
〈
特
・

ω〉
、
大

嘗
会
米
〈
mm
－

mv、
造
春
日
社
用
途
他
〈
叫

1
必
・
日
・
日
・
日
〉
、
造
気
比
社
用
途
〈

n〉
、
造
日
前
国
懸
社
用
途
〈
向
〉
等
々
、

極
め
て
多
様
な
負
担
、
す
な
わ
ち
公
事
用
途
の
徴
収
と
納
入
に
国
雑
掌
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
国
雑
掌
が



公
事
用
途
の
徴
収
や
納
入
に
如
何
に
関
与
し
て
い
た
の
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
ま
ず
、
天
福
二
（
一
二
三
四
）
年
の
御
斎
会
の
召
物

調
達
の
場
合
〈
犯

1
必
〉
を
取
り
上
げ
た
ぱ
w

天
福
二
年
の
御
斎
会
は
正
月
八
日
か
ら
執
り
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
実
施
に
要
す
る
用
途
の
調
達
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
前
年
の
十

二
月
、
既
に
諸
国
に
対
し
て
「
付
ニ
苛
法
一
後
、
可
v語
コ
責
一
雑
掌
乙
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
〈
却
〉
、
精
好
絹
綿
等

の
院
御
所
へ
の
納
入
期
日
と
な
っ
て
い
た
正
月
六
日
に
な
っ
て
も
、
そ
れ
は
全
く
納
入
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
〈
却
〉
。
か
か
る
状

況
の
中
で
御
斎
会
が
開
始
さ
れ
た
が
、
御
斎
会
の
実
施
と
並
行
し
て
召
物
調
達
の
た
め
の
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
。
九
日
に
は
、
精
好

鎌倉時代の国雑掌

絹
の
納
入
遅
済
国
に
つ
い
て
、
明
日
か
ら
「
諸
国
雑
掌
等
可
ニ
詰
責
こ
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
〈
4
〉
。
ま
た
十
一
日
に
は
、
用
途
を
割

り
当
て
ら
れ
な
が
ら
そ
れ
を
納
入
し
な
い
諸
国
の
国
雑
掌
に
対
す
る
措
置
と
し
て
、
「
以
ニ
士
口
上
一
可
v
鈎
コ
召
雑
掌
乙
と
の
命
令
が
後
堀

河
院
か
ら
下
さ
れ
〈
必
〉
、
翌
十
二
日
に
は
、
御
斎
会
用
途
を
割
り
当
て
ら
れ
た
諸
国
の
国
雑
掌
が
院
御
所
に
召
し
集
め
ら
れ
て
、
用

途
納
入
の
た
め
の
沙
汰
が
行
わ
れ
て
い
る
〈
の
。

当
該
期
に
あ
っ
て
公
事
実
施
の
際
、
そ
の
用
途
は
諸
国
に
割
り
当
て
ら
れ
調
達
さ
れ
る
こ
と
が
基
本
と
さ
れ
て
い
た
指
諸
国
に
割

り
当
て
ら
れ
た
用
途
は
、
こ
の
よ
う
に
各
国
の
国
雑
掌
の
手
を
経
て
、
中
央
政
府
に
納
入
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
納
入

が
滞
っ
た
場
合
、
彼
ら
国
雑
掌
が
詰
責
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
用
途
の
納
入
が
滞
っ
た
こ
と
に
因
っ
て
国
雑
掌
が
議
責
さ
れ
る
と
い
う
事
態
は
、
こ
の
天
福
二
年
の
御
斎
会
の
場
合
だ
け
の

特
別
な
事
例
で
は
な
い
。
各
国
に
割
り
当
て
た
負
担
の
順
調
な
納
入
が
な
さ
れ
な
い
場
合
、
国
雑
掌
に
対
し
て
中
央
政
府
は
、
馬
部

〈
ロ
・
問
〉
・
士
口
上
〈
ロ
・
担
・
印
〉
・
穿
使
〈
日
〉
・
苛
法
使
〈
担
〉
・
官
使
〈
却
〉
を
使
っ
て
詰
責
し
て
お
り
、
ま
た
、
用
途
の
提
供

31 

を
受
け
る
側
の
春
日
社
が
、
神
人
を
国
雑
掌
に
付
し
て
詰
責
を
実
施
し
て
い
る
事
例
〈
品
・
回
〉
も
存
在
す
る
。
加
え
て
国
雑
掌
は
単
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に
謹
責
を
受
け
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
割
り
当
て
ら
れ
た
負
担
の
納
入
の
悌
怠
や
未
済
に
よ
っ
て
、
「
召
寵
」
め
ら
れ
た
り
〈
4
〉、

検
非
違
使
庁
に
お
け
る
留
置
〈

mm1却
〉
と
い
っ
た
処
罰
を
受
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
中
央
政
府
か
ら
割
り
当
て
ら
れ
た

負
担
の
納
入
を
怠
っ
た
場
合
に
国
雑
掌
が
詰
責
さ
れ
る
と
い
う
事
実
は
、
負
担
を
割
り
当
て
ら
れ
た
各
国
の
国
司
が
負
担
納
入
の
最
終

責
任
者
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
上
一
明
国
司
の
側
に
あ
っ
て
中
央
政
府
に
対
す
る
そ
の
実
質
的
な
担
当
・
責
任
者
が
国
雑
掌
で
あ

っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

次
に
、
小
山
田
義
夫
氏
の
研
婦
げ
あ
る
承
久
二
（
一
二
二

O
）
年
の
造
内
裏
用
途
調
達
の
事
例
八
日

1
M〉
を
見
ょ
う
o

周
知
の
よ

う
に
、
こ
の
承
久
の
造
内
裏
事
業
に
つ
い
て
は
『
民
経
記
』
の
紙
背
文
書
に
多
く
の
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
注
目
し
た

い
の
が
「
上
総
国
雑
掌
調
成
安
申
状
」
八
日
〉
で
あ
る
。

上
総
国
雑
掌
調
成
安
謹
言
上

近
衛
入
道
最
下
御
領
菅
生
庄
造
宮
米
事

件
造
宮
米
切
符
、
去
年
十
一
月
之
比
、
付
申
勘
解
由
次
官
之
処
、
有
御
下
知
之
由
被
出
請
文
畢
、
其
後
、
去
一
ニ
月
木
作
始
之
時
、

重
催
申
之
処
、
依
為
関
東
知
行
不
事
行
之
旨
被
申
之
問
、
然
者
早
給
御
下
知
之
状
付
地
頭
、
可
致
其
沙
汰
、
且
（
時
俳
領
橘
木
圧
、

宣
陽
門
院
御
領
玉
崎
庄
、
天
台
末
寺
中
禅
寺
、
依
為
請
所
、
以
領
家
下
知
之
状
、
於
国
致
其
沙
汰
之
由
蝕
申
之
処
、
以
此
旨
可
申

沙
汰
云
豆
、
其
後
重
四
月
之
比
、
強
加
催
、
請
文
同
前
、
何
又
一
日
之
比
、
驚
申
之
処
、
口
此
事
依
所
労
未
申
沙
汰
之
〔

〕
中
莫
大
之
口
口
数
日
百
余
町
也
、
有
限
分
米
及
遅
ヒ
者
、
造
営
憐
怠
之
基
也
、
京
済
難
叶
者
、
且
任
傍
圧
倒
、
給
下
知
之

状
、
欲
致
其
沙
汰
、
何
粗
言
上
如
件
、



近
衛
入
道
股
下
（
基
通
〉
領
上
総
国
菅
生
庄
の
「
造
官
米
」
、
す
な
わ
ち
造
内
裏
役
の
徴
収
に
関
し
、
京
済
が
困
難
で
あ
る
た
め
院

「
領
家
下
知
之
状
」
を
得
、
そ
れ
を
地
頭
に
付
し
て
造
内
裏
役
を
徴
収
す
る
こ
と
を
認

め
て
く
れ
る
よ
う
、
上
総
国
雑
掌
が
要
請
し
て
い
る
の
で
あ
一
仰
い
そ
し
て
お
そ
ら
く
は
こ
の
国
雑
掌
の
申
状
を
受
け
て
、
同
様
の
こ
と

八
日
〉
が
中
央
政
府
に
提
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
中
央
政
府
か
ら
割
り
当

領
橘
木
庄
な
ど
近
隣
の
荘
園
の
例
に
準
じ
て
、

を
要
請
し
た
七
月
十
六
日
付
「
上
総
介
某
清
国
書
状
」

て
ら
れ
た
内
裏
の
造
営
費
を
在
地
に
転
嫁
し
徴
収
す
る
に
際
し
て
、
上
総
国
雑
堂
一
丘
、
そ
の
徴
収
方
法
を
選
択
・
変
更
す
る
こ
と
を
求

め
て
い
る
の
で
あ
る
。
造
内
裏
役
と
い
う
一
国
平
均
役
と
し
て
最
も
代
表
的
な
臨
時
公
事
用
途
の
徴
収
に
、
国
雑
掌
が
関
与
し
て
い
た

鎌倉時代の国雑掌

こ
と
を
示
唆
す
る
事
実
と
言
え
よ
う
。
菅
生
庄
以
外
の
荘
園
等
に
つ
い
て
も
、
上
総
国
雑
掌
が
造
内
裏
役
調
達
に
関
す
る
「
雑
掌
折

紙
」
を
提
出
し
て
い
る
事
実
〈
日
・
げ
〉
は
、
こ
の
推
定
を
助
け
る
も
の
で
あ
る
。

加
え
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
国
雑
掌
が
国
街
の
年
貢
徴
収
に
も
関
与
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
点
で
あ
る
。

「
信
濃

国
雑
掌
調
成
安
申
状
」

〈
幻
〉
に
よ
れ
ば
、
前
年
以
来
納
め
ら
れ
て
い
な
い
信
濃
園
小
河
庄
の
国
街
年
貢
漆
に
つ
い
て
荘
沙
汰
人
に
相

触
れ
た
と
こ
ろ
、
京
済
を
希
望
す
る
返
答
が
あ
っ
た
と
い
う
在
庁
の
申
状
を
、
信
濃
国
雑
掌
が
上
申
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
も

ち
ろ
ん
国
雑
掌
自
身
が
現
地
に
出
向
き
、
直
接
徴
収
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
彼
ら
国
雑
掌
が

在
庁
官
人
ら
と
の
連
携
の
下
、
国
街
年
貢
の
徴
収
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
だ
け
は
窺
え
よ
う
。

先
の
中
央
政
府
へ
の
負
担
の
納
入
過
程
だ
け
で
は
な
く
、
右
に
見
た
如
く
、

一
国
平
均
役
や
国
街
年
貢
の
賦
課
・
徴
収
過
程
に
も
、

国
雑
掌
は
関
与
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
間
題
に
関
連
し
て
、

一
国
平
均
役
の
賦
課
・
徴
収
の
た
め
の
配
符
の
作
成
に
国
雑
掌
が
関

わ
っ
て
い
た
こ
と
を
推
定
さ
せ
る
事
実
が
あ
る
。

33 

伊
勢
公
卿
勅
使
役
（
駅
家
雑
事
）
が
路
次
の
国
に
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
寛
喜
一
三
（
一
二
三
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一
）
年
の
伊
勢
公
卿
勅
使
発
遣
に
際
し
て
、
路
次
の
伊
勢
・
近
江
両
国
司
が
駅
家
雑
事
の
配
符
を
進
め
た
が
、
そ
の
時
、
近
江
国
の
配

符
を
持
参
し
た
の
は
近
江
国
雑
掌
康
直
の
子
男
で
あ
っ
た
〈
但
〉
。
当
時
、
康
直
は
病
気
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
〈

mlmv、

代
理
で
息
子
が
配
符
を
持
参
し
た
の
で
あ
っ
て
、
本
来
な
ら
康
直
自
身
が
持
参
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
国
雑
掌
は
、

一
国
平
均
役
の
賦
課
・
徴
収
の
た
め
の
配
符
作
成
に
も
関
与
L
て
い
た
の
で
あ
一
明

と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
進
め
ら
れ
た
配
符
に
つ
い
て
、
奉
行
を
勤
め
て
い
た
藤
原
経
治

r、
荘
園
領
主
の
御
教
書
を
付
し
て
駅
家
雑
事

を
催
促
す
る
荘
園
の
配
符
と
官
使
を
直
接
に
遣
わ
し
て
催
促
す
る
荘
園
の
配
符
と
に
二
分
し
、
翌
日
に
は
改
め
て
国
雑
掌
に
下
し
て
い

る
〈
お
〉
。
そ
し
て
こ
の
時
、
近
江
国
に
は
拒
拝
使
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
直
接
官
使
を
遣
わ
し
て
催
促
す
る
こ
と
も
命
じ
ら
れ
て
い

る
〈
お
〉
。
こ
れ
に
対
し
て
伊
勢
国
の
場
合
に
は
、
同
様
に
二
分
さ
れ
た
配
符
が
拒
拝
使
重
弘
に
下
さ
れ
て
い
る
〈
M
v。
こ
の
近
江
・

伊
勢
両
国
の
事
例
か
ら
、
八
ム
事
遂
行
の
た
め
の
負
担
を
割
り
当
て
ら
れ
た
固
か
ら
提
出
さ
れ
た
課
役
徴
収
の
た
め
の
配
符
を
、
中
央
政

府
に
お
け
る
公
事
の
運
営
主
体

l
i
多
く
の
場
合
、

い
わ
ゆ
る
行
事
所
で
あ
ろ
う

l
ー
が
勘
案
し
、
次
い
で
そ
れ
を
も
と
に
課
役
を
在

地
か
ら
徴
収
す
る
国
側
の
主
体
｜
i

こ
こ
で
は
基
本
的
に
は
拒
拝
使
で
あ
り
、
拒
拝
使
が
い
な
い
場
合
に
官
使
の
派
遣
が
決
定
さ
れ
て

い
る
ー
ー
に
改
め
て
勘
案
さ
れ
た
配
符
が
下
さ
れ
る
と
い
う
形
で
課
役
の
徴
収
実
務
が
遂
行
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
か
か

る
課
役
の
賦
課
・
徴
収
過
程
の
最
初
の
段
階
で
、
そ
の
基
礎
と
な
る
配
符
の
作
成
に
国
雑
掌
が
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
よ
う
に
一
国
平
均
役
等
の
課
役
の
配
符
作
成
に
関
与
す
る
た
め
に
は
、
各
種
負
担
の
済
例
〈
お
〉
や
国
内
の
荘
園
や
加

ハ
初
）

納
余
回
〈
臼
〉
な
ど
に
つ
い
て
、
当
然
、
国
雑
掌
は
熟
知
す
る
存
在
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
逆
に
言
え
ば
、
そ
れ
ら

を
熟
知
す
る
存
在
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
国
雑
掌
は
配
符
の
作
成
に
深
く
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
o

と
こ
ろ
で
ご
く
最
近
、
平
山
浩
三
氏
は
、

一
国
平
均
役
と
し
て
賦
課
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
課
役
の
済
例
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
れ
ら



（
泊
）

が
そ
れ
ぞ
れ
成
立
時
期
も
内
容
も
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
済
倒
が
課
役
毎
に
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い

う
事
実
は
、
国
雑
掌
が
果
た
し
た
役
割
の
重
要
さ
を
さ
ら
に
推
測
さ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
中
央
政
府
か
ら
各
種
負
担
を
割
り
当
て
ら

れ
た
各
国
が
、
そ
れ
を
在
地
に
賦
課
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
基
本
と
な
っ
た
の
は
、
当
然
、
そ
れ
ら
の
負
担
が
以
前
に
当
該
国
に
割

り
当
て
ら
れ
た
際
の
済
例
で
あ
り
、
国
雑
掌
は
そ
れ
を
熟
知
す
る
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
国
司
に
よ
る
任
国
支
配
の
中
で
、
中
央

政
府
か
ら
割
り
当
て
ら
れ
た
各
種
負
担
を
課
役
と
し
て
在
地
に
賦
課
し
、
徴
収
す
る
時
、
こ
う
し
た
国
雑
掌
の
如
き
役
割
を
果
た
す
存

ハ
2
v

在
は
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

鎌倉時代の国雑掌

以
上
、
本
郷
氏
の
研
究
に
導
か
れ
な
が
ら
、
鎌
倉
時
代
の
国
雑
掌
に
つ
い
て
用
途
調
達
の
面
か
ら
考
察
し
た
。
当
該
期
、
中
央
政
府

か
ら
割
り
当
て
ら
れ
た
負
担
や
国
街
の
年
貢
な
ど
を
調
達
す
る
際
、
そ
の
賦
課
か
ら
徴
収
、
そ
し
て
さ
ら
に
は
中
央
政
府
へ
の
納
入
と

い
っ
た
各
過
程
に
お
い
て
、
国
雑
掌
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
事
実
を
こ
こ
で
は
確
認
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
そ
し
て
、
建

久
二
（
一
一
九
二
年
、
八
十
嶋
祭
の
摂
津
国
駅
家
雑
事
欠
如
の
理
由
が
、
「
不
y
置
一
一
雑
掌
一
（
了
）
、
在
庁
官
人
等
、
皆
悉
隠
遁
、
領

状
之
圧
々
雑
事
等
、
猶
無
－
一
催
役
之
人
二
云
々
」
と
記
さ
れ
、
雑
掌
の
不
設
置
と
在
庁
官
人
の
隠
遁
と
に
求
め
ら
れ
て
い
る
事
実
〈
7
〉

か
ら
も
、
用
途
の
調
達
に
お
け
る
国
雑
掌
の
重
要
性
が
改
め
て
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

訴
訟
の
運
営

そ
れ
で
は
次
に
、
国
雑
掌
の
訴
訟
運
営
者
と
し
て
の
側
面
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。

文
治
四
（
一
一
八
八
）
年
六
月
一
日
、
九
条
兼
実
は
、
斎
宮
寮
納
米
に
関
す
る
国
司
と
斎
宮
寮
と
の
相
論
に
つ
い
て
、
官
底
に
お
け

35 

る
国
雑
掌
と
寮
司
と
の
対
決
を
命
じ
た
〈
2
〉
。
国
雑
掌
が
、
中
央
政
府
へ
の
負
担
の
納
入
に
関
す
る
相
論
に
お
い
て
、

一
方
の
当
事
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者
と
し
て
登
場
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
央
官
司
と
国
司
と
の
相
論
で
国
雑
掌
が
登
場
す
る
事
例
と
し
て
は
、
承
安
ニ

（
二
七
二
）
年
の
土
佐
国
雑
掌
紀
頼
兼
と
主
股
寮
沙
汰
人
伴
守
方
と
の
相
論
が
著
名
で
あ
一
明
こ
の
相
論
に
見
ら
れ
る
国
雑
掌
に
つ

い
て
は
、
既
に
原
田
重
・
本
郷
恵
子
両
氏
に
よ
っ
て
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
一
明
詳
細
は
両
氏
の
研
究
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
先
の
文
治

四
年
の
斎
宮
寮
納
米
に
関
す
る
相
論
の
事
例
と
と
も
に
、
平
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時
代
最
初
期
に
あ
た
る
十
二
世
紀
後
半
、
国
雑
掌
が

王
朝
国
家
の
法
廷
に
お
い
て
、
国
司
の
代
理
と
し
て
訴
訟
当
事
者
と
な
り
、
国
側
の
経
済
的
な
既
得
権

l
ー
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ら
の
中

に
は
経
済
的
権
利
の
拡
大
を
図
ろ
う
と
し
た
、
新
儀
と
し
て
相
論
相
手
か
ら
非
難
さ
れ
る
よ
う
な
行
為
も
含
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
ー
ー
を
擁
護
す
る
活
動
を
展
開
し
て
い
た
と
い
う
点
の
み
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

右
の
よ
う
に
主
朝
国
家
の
法
廷
に
お
い
て
、
国
側
の
、
す
な
わ
ち
国
司
の
既
得
権
を
擁
護
す
る
と
い
っ
た
国
雑
掌
の
役
割
は
、
鎌
倉

時
代
を
通
し
て
維
持
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
正
和
四
（
一
一
一
二
五
）
年
に
は
黒
戸
国
街
方
年
貢
に
つ
い
て
丹
波
国
雑

掌
忠
光
が
尚
清
法
印
代
妙
覚
と
相
論
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
際
の
申
詞
を
誰
が
執
筆
す
る
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
〈
制
〉
。
加
え
て

鎌
倉
時
代
後
半
に
な
る
と
、
王
朝
国
家
の
法
廷
だ
け
で
な
く
、
鎌
倉
幕
府
の
法
廷
に
お
い
て
も
彼
ら
国
雑
掌
が
同
様
の
活
動
を
展
開
し

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
た
い
。

さ
て
、
い
ま
一
度
考
察
の
時
期
を
十
二
世
紀
後
半
に
戻
そ
う
。
中
央
官
司
官
人
と
国
雑
掌
と
の
相
論
と
い
う
点
に
関
し
て
注
目
さ
れ

ハお〉

る
の
は
、
本
郷
氏
も
注
目
さ
れ
た
、
建
久
一
一
（
一
一
九
一
）
年
三
月
二
十
二
日
後
鳥
羽
天
皇
宣
旨

l
l
い
わ
ゆ
る
「
建
久

I
令
」
と
称

さ
れ
る
公
家
新
制
ー
ー
の
第
一
四
条
で
あ
る
〈
5
〉。

可
誠
仰
諸
司
諸
国
不
当
事



仰
、
諸
司
者
寄
事
於
諸
国
之
対
拝
、
諸
国
者
致
訴
於
諸
可
之
苛
責
、
年
預
非
法
案
繁
、
雑
掌
不
当
尤
多
、
論
之
格
僚
、
罪
在
不

門用）

宥
、
然
間
彼
此
相
譲
、
闘
怠
公
事
、
長
官
積
習
、
押
慢
朝
章
、
加
以
諸
司
各
有
公
物
、
年
預
動
致
己
一
周
、
亦
一
度
公
事
、
難

（色〉

給
成
功
、
吏
不
経
後
日
之
用
、
諸
国
亦
有
済
物
、
雑
掌
為
先
私
用
、
亦
重
允
所
済
、
偏
以
不
法
、
未
全
致
式
数
之
勤
、
云
彼
云

是
、
不
可
不
誠
、
自
今
日
後
、
専
経
公
用
、

莫
貧
己
利
、
諸
司
不
誠
年
預
之
非
法
、

諸
国
不
禁
雑
掌
之
不
当
、

若
尚
以
私
妨

公
、
違
制
害
法
者
、
宜
令
長
官
井
宰
吏
、
処
違
勅
之
罪
、

鎌倉時代の国雑掌

こ
の
条
文
か
ら
は
、
ま
ず
、
諸
司
年
預
や
諸
国
雑
掌
の
、
公
物
や
済
物
を
私
用
に
優
先
す
る
と
い
う
不
当
行
為
に
よ
っ
て
、
各
種
の

負
担
が
中
央
政
府
に
納
入
さ
れ
て
い
な
い
状
況
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
諸
可
年
預
や
諸
国
雑
掌
が
そ
れ
ぞ
れ
、
規

定
通
り
中
央
政
府
に
各
種
負
担
を
納
入
し
て
い
な
い
理
由
を
他
方
に
な
す
り
付
け
合
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
行
為
を
禁
止
す

る
た
め
、
中
央
政
府
は
こ
の
法
を
制
定
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
か
か
る
内
容
を
有
し
た
法
が
制
定
さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
、
諸
可
年
預

や
諸
国
雑
掌
の
そ
う
し
た
不
当
行
為
が
当
該
期
か
な
り
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
推
定
さ
せ
よ
う
。

そ
し
て
こ
れ
は
ま
さ
に
、
先
の
承
安
二
年
の
土
佐
国
雑
掌
紀
頼
兼
と
主
蹴
寮
沙
汰
人
伴
守
方
と
の
相
論
や
文
治
四
年
の
斎
宮
寮
納
米

に
関
す
る
相
論
の
原
因
と
し
て
想
起
さ
れ
る
状
況
と
言
え
よ
う
。
こ
の
時
期
、
各
種
負
担
の
中
央
政
府
へ
の
納
入
を
め
ぐ
っ
て
、
中
央

諸
官
司
と
諸
国
と
の
聞
で
摩
擦
が
生
じ
て
お
り
、
そ
れ
が
王
朝
国
家
の
法
廷
に
持
ち
込
ま
れ
、
そ
し
て
争
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
後
白
河
親
・
院
政
期
以
降
鎌
倉
期
の
公
家
新
制
は
、
多
く
の
条
文
に
継
承
関
係
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

p
a
u
 

い
る
。
そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
こ
の
建
久

I
令
第
一
四
条
は
、
継
承
関
係
が
見
出
さ
れ
な
い
条
文
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

〈
訂
〉る
。
継
承
関
係
が
見
出
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
条
文
が
十
二
世
紀
後
半
固
有
の
問
題
を
反
映
し
て
制
定
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
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し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

一
方
、
公
事
用
途
の
調
達
に
お
い
て
、
諸
国
に
負
担
を
割
り
当
て
て
調
達
す
る
方
法
を
基
本
と
し
な
が
ら
も

そ
れ
は
十
分
に
機
能
せ
ず
、
調
達
方
法
全
体
の
中
で
そ
れ
が
果
た
す
比
重
が
相
対
的
に
縮
小
し
、
代
わ
っ
て
成
功
の
占
め
る
比
重
が
拡

大
し
て
い
た
の
が
、
ま
さ
に
こ
の
時
期
で
あ
っ
格
当
該
期
の
王
朝
国
家
は
、
国
司
お
よ
び
諸
司
長
官
に
よ
る
、
そ
れ
ぞ
れ
国
雑
掌
と

諸
司
年
預
に
対
す
る
監
督
の
強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
諸
国
・
中
央
諸
官
司
か
ら
の
公
事
用
途
の
調
達
機
能
の
回
復
を
図
ろ
う
と

し
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

と
も
あ
れ
、
そ
う
し
た
公
事
用
途
調
達
方
法
の
相
対
的
変
化
に
対
応
し
て
、
当
該
期
、
中
央
政
府
へ
の
各
種
負
担
の
納
入
を
め
ぐ
る

諸
国

l
諸
司
間
相
論
が
続
発
し
て
い
た
状
況
を
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
諸
国
！
諸
司
間
相
論
に
お
い
て
、

国
雑
掌
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
、
ひ
い
て
は
国
司
が
獲
得
し
て
い
た
経
済
的
既
得
権
の
維
持
に
勤
め
る
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う

し
た
国
司
に
対
す
る
国
雑
掌
の
奉
仕
は
、
決
し
て
一
方
的
な
奉
仕
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
利
益
が
あ
っ
た
こ
と
は
当
然

で
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
本
郷
氏
が
指
摘
さ
れ
た
下
級
官
人
の
金
融
業
者
的
な
活
動
の
側
面
、
そ
の
資
金
力
の
問
題
に
つ
な
が
る
も
の
で

あ
ろ
う
。
さ
て
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
鎌
倉
時
代
後
半
に
な
る
と
、
国
雑
掌
が
幕
府
法
廷
に
お
い
て
も
活
躍
し
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
史
料
が
現

れ
て
く
る
〈
日
・
臼
・
同
・
同
〉
。
土
佐
国
雑
掌
が
稲
士
口
乙
松
名
の
年
貢
と
国
検
に
つ
い
て
訴
え
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
文
永
八
（
一

二
七
二
年
六
月
の
関
東
御
教
書
〈
日
〉
が
、
こ
の
点
に
関
す
る
史
料
上
の
明
確
な
初
見
で
は
あ
る
が
、

お
そ
ら
く
は
こ
れ
以
前
に
お

い
て
も
国
雑
掌
が
幕
府
法
廷
で
活
動
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
い
あ
る
ま
い
。
た
だ
、
な
ぜ
鎌
倉
時
代
後
半
に
至
っ
て
幕
府
法
廷

に
お
け
る
国
雑
掌
の
活
動
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
若
干
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。



鎌
倉
時
代
中
期
以
降
、
鎌
倉
幕
府
と
王
朝
国
家
と
が
相
呼
応
し
て
新
制
を
制
定
し
、
政
治
を
新
た
に
整
備
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と

円
相
甜
〉

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
新
た
な
政
策
の
中
で
、
鎌
倉
後
期
の
「
国
街
興
行
」
政
策
に
注
目
さ
れ
た
の
が
稲
葉
仲
道
氏
で
あ
っ

同
w
稲
葉
氏
は
、
王
朝
国
家
に
よ
る
国
街
・
国
街
領
の
輿
行
政
策
を
幕
府
が
積
極
的
に
支
援
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
鎌
倉
時

代
後
半
以
降
、
幕
府
法
廷
に
お
い
て
国
雑
掌
の
活
動
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
先
の
事
実
は
、
か
か
る
国
衝
興
行
政
策

と
連
動
す
る
事
態
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
れ
を
惹
起
す
る
契
機
と
な
っ
た
具
体
的
法
令
等
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

た
だ
そ
の
背
景
と
な
っ
た
当
該
期
の
状
況
は
、
十
四
世
紀
の
事
例
と
は
な
る
が
、
次
に
引
用
す
る
元
亨
一
一
（
一
一
一
一
一
一
一
一
）
年
正
月
十
二

鎌倉時代の国雑掌

日
の
鎌
倉
幕
府
追
加
法
（
七
一
七
条
）
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
〈
剖
〉
。

国
領
地
頭
等
可
済
年
貢
事

元
亨
二

正

十

右
、
臨
西
収
之
期
者
、
致
急
速
之
沙
汰
、
翌
年
二
月
可
令
皆
済
、
縦
又
雄
京
進
不
可
過
六
月
、
若
抑
留
之
由
、
雑
掌
訴
申
者
、

遂
結
解
可
弁
償
之
旨
、
可
被
下
奉
書
、
不
叙
用
者
、
託
使
者
可
催
促
之
、
即
及
参
対
請
勘
定
者
、
可
遺
其
道
之
由
、
可
成
下
知

状
、
結
解
難
渋
之
輩
者
、
任
申
請
員
数
可
成
敗
、
猶
対
拝
者
、
重
以
使
者
尋
問
実
否
、
未
済
之
候
無
所
遁
者
、
可
改
所
職
、
於

催
促
井
究
済
期
日
者
、
且
依
其
地
遠
近
、
且
就
未
進
多
少
、
随
事
鉢
可
制
酎
酌
也
、

（
後
略
）

こ
の
追
加
法
に
つ
い
て
は
稲
葉
氏
も
注
目
し
て
お
ら
れ
る
が
、
国
側
へ
地
頭
が
年
貢
を
皆
済
す
る
期
限
を
定
め
た
上
で
、
地
頭
が
年

貢
を
抑
留
し
た
と
い
う
こ
と
を
国
側
の
雑
掌
、
す
な
わ
ち
国
雑
掌
が
幕
府
へ
提
訴
し
て
き
た
際
の
処
置
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。
そ
し

39 

て
、
幕
府
の
処
置
に
地
頭
が
従
わ
ず
年
貢
を
納
め
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
最
終
的
に
は
地
頭
職
の
改
替
を
も
定
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
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か
か
る
内
容
の
法
が
幕
府
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
時
期
、
地
頭
に
よ
る
国
へ
の
年
貢
納
入
が
滞
っ
て
お
り
、
幕

府
に
対
し
て
そ
う
し
た
地
頭
の
不
当
行
為
を
国
雑
掌
が
訴
え
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

と
す
る
な
ら
ば
、
鎌
倉
時
代
後
半
の
国
雑
掌
に
と
っ
て
、
年
貢
等
の
各
種
負
担
の
徴
収
を
果
た
す
上
で
、
そ
れ
に
関
す
る
地
頭
と
の

聞
の
問
題
解
決
が
焦
眉
の
課
題
で
あ
り
、
そ
の
解
決
を
図
る
た
め
国
雑
掌
に
よ
る
幕
府
法
廷
へ
の
提
訴
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
正
応
四
（
一
二
九
一
）
年
、
佐
渡
国
雑
掌
が
訴
え
た
年
貢
未
進
に
つ
い
て
、
幕
府
が
一
宮

地
頭
に
究
済
を
命
じ
て
い
る
事
例
八
日
〉
は
、
そ
の
典
型
的
な
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
幕
府
法
廷
に
お
け
る
国
雑
掌
の
活
動
を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
国
雑
掌
が
幕
府
法
を
熟
知
し
て
い
た
と
思
わ

れ
る
事
実
で
あ
る
。
建
治
元

C
二
七
五
〉
年
か
ら
始
ま
っ
た
紀
伊
国
阿
丘
河
庄
領
家
寂
楽
寺
と
地
頭
湯
浅
宗
親
と
の
相
論
に
お
い
て
、

ハお》

証
拠
と
し
て
宗
親
が
提
出
し
た
「
文
永
五
年
四
月
廿
五
日
関
東
平
均
御
式
日
」
の
真
偽
を
め
ぐ
っ
て
両
者
の
応
酬
が
な
さ
れ
る
が
、
そ

の
応
酬
の
中
で
、
こ
の
「
関
東
平
均
御
式
目
」
の
「
式
目
案
」
を
宗
親
が
「
花
山
院
内
大
臣
（
師
継
）
家
御
分
国
因
幡
国
雑
掌
本
願
」

の
許
か
ら
書
き
出
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
八
回
〉
o

お
そ
ら
く
は
宗
親
の
京
都
に
お
け
る
活
動
の
中
で
本
願
と
の
人
的
関
係
が
結
ぼ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
刈
v

重
要
な
の
は
、
上
級
貴
族
知
行
国
の
国
雑
掌
が
幕
府
法
を
そ
の
手
元
に
保
持
し
て
い
た
と
い
う
葦
夫
で
あ
る
。
彼

ら
国
雑
掌
が
幕
府
法
廷
に
お
い
て
勝
訴
す
る
た
め
、
そ
の
有
力
な
武
器
と
な
る
幕
府
法
の
集
積
を
も
行
っ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

ま
た
同
じ
く
、
中
原
俊
職
の
よ
う
に
幕
府
に
近
い
人
物
を
国
雑
掌
に
任
用
す
る
と
い
っ
た
こ
と
一
切
幕
府
法
廷
に
お
い
て
有
利
な
裁

許
を
獲
得
す
る
上
で
は
重
要
な
要
因
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
王
朝
国
家
の
法
廷
だ
け
で
な
く
、
幕
府
法
廷
に
お
い

て
も
活
躍
で
き
る
こ
と
が
、
国
雑
掌
、
と
り
わ
け
鎌
倉
時
代
後
半
の
国
雑
掌
に
要
請
さ
れ
た
条
件
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。



以
上
、
鎌
倉
時
代
、
訴
訟
運
営
の
面
に
お
い
て
国
雑
掌
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
彼
ら
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
負
担
の
徴

収
・
納
入
に
関
わ
っ
て
発
生
し
た
相
論
に
お
い
て
、
徴
収
・
納
入
の
最
終
責
任
者
た
る
国
司
に
代
わ
り
、
国
（
国
司
〉
方
の
訴
訟
運
営

の
主
体
と
し
て
活
動
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
該
期
の
国
雑
掌
は
、
幕
府
法
廷
を
も
含
む
各
種
法
廷
の
場
に
お
い
て
、
国
方
、
す
な
わ

ち
国
司
｜
知
行
国
の
場
合
に
は
、
当
然
、
知
行
国
主
に
及
ぶ
｜
｜
の
経
済
的
既
得
権
を
維
持
・
擁
護
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
拡
大
を

も
図
る
存
在
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
国
司
が
任
国
の
一
国
内
行
政
を
執
行
す
る
上
で
、
訴
訟
運
営
の
面
か
ら
も
、

か
か
る
国
雑
掌
の
如
き
役
割
を
果
た
す
存
在
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

鎌倉時代の国雑掌

む
す
び
に
か
え
て

鎌
倉
時
代
の
国
雑
掌
に
つ
い
て
、
①
公
事
用
途
の
調
達
、
②
訴
訟
の
運
営
と
い
う
こ
つ
の
側
面
か
ら
検
討
し
て
き
た
。
繰
り
返
し
と

な
る
が
今
一
度
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
鎌
倉
時
代
の
国
雑
掌
は
、
各
種
負
担
の
在
地
に
お
け
る
賦
課
・
徴
収
か
ら
、
さ
ら
に
そ
の
中
央
政

府
へ
の
納
入
に
至
る
過
程
に
お
い
て
、
要
と
も
言
え
る
位
置
を
占
め
て
お
り
、
同
時
に
、
そ
う
し
た
賦
課
・
徴
収
実
務
か
ら
派
生
し
た

と
こ
ろ
の
負
担
に
関
わ
る
様
々
な
訴
訟
の
当
事
者
と
し
て
も
、
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
意
味
に
お

い
て
、
当
該
期
、
国
司
に
よ
る
任
眉
支
配
の
実
態
、
す
な
わ
ち
一
国
内
行
政
の
内
実
を
考
え
る
上
で
、

一
つ
の
鍵
を
握
る
の
が
被
ら
の

存
在
で
あ
っ
た
と
結
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
役
割
の
ほ
か
に
、
国
雑
掌
は
儀
式
の
進
行
に
お
い
て
も
一
定
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば

公
家
新
制
に
は
、
国
雑
掌
が
「
祈
年
祭
己
下
回
度
祭
臼
」
や
「
祈
年
・
月
次
祭
」
の
時
、
神
祇
官
に
出
向
い
て
幣
物
を
請
け
取
り
、
そ
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れ
を
本
社
に
送
付
し
て
請
文
を
進
め
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
〈
6
・
泣
〉
。
あ
る
い
は
、
国
司
が
失
員
の
ま
ま
で
士
口
書
の
調
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進
が
為
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
、
「
無
ニ
任
国
官
吏
一
者
、
在
京
雑
掌
可
v進
一
一
解
文
一
云
々
」
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
て
お
り
八
日
〉
、

時
と
し
て
、
京
都
に
お
け
る
国
司
の
任
務
を
代
行
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
存
在
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
国
雑
掌

の
活
動
に
、

「
在
京
雑
掌
」
な
る
表
現
に
見
ら
れ
る
如
く
、
国
司
の
在
京
代
官
的
性
格
を
読
み
取
る
こ
と
は
比
較
的
容
易
で
あ
ろ
う
。

鎌
倉
時
代
に
あ
っ
て
も
、
特
に
そ
の
前
半
、
国
雑
掌
は
在
京
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
鎌
倉
時
代
も
末
期
に
至
る
と
、
明
ら
か
に
現
地
に
お
い
て
活
動
し
て
い
た
と
見
な
し
得
る
事
例
が
確
認
さ
れ
る
。

造
東
大
寺
領
肥
前
国
雑
掌
重
言
上

欲
早
当
国
地
頭
・
御
家
人
等
、
背
度
ミ
御
教
書
、
不
応
国
務
、
不
入
立
雑
掌
於
郷
保
上
者
、
旦
任
難
済
実
、
且
依
違
背
篇
、
被

経
御
注
進
、
於
野
曲
之
地
頭
・
御
家
人
者
、
可
被
処
罪
科
由
、
被
成
下
重
御
教
書
於
郷
保
、
令
興
行
国
街
、
専
営
作
間
事

（
副
進
文
書
省
略
〉

右
、
如
当
国
図
回
帳
者
、
公
団
四
千
余
丁
也
、
愛
号
或
新
免
・
新
給
、
抑
留
正
税
、
称
或
恩
賞
、
令
押
妨
国
領
、
不
入
立
雑
掌
於

郷
保
、
盗
令
押
領
国
領
之
問
、
如
当
時
者
、
残
田
僅
五
十
余
了
也
、
可
謂
有
名
無
実
、
其
上
猶
以
令
忽
緒
国
街
、
不
叙
用
吏
務
、

剰
背
度
ミ
御
教
書
、
不
彼
是
〔

〕
上
者
、
違
背
〔

〕
難
済
篇
難
遁
、

（
後
欠
）

引
用
し
た
の
は
、
度
々
の
命
令
に
反
し
て
苛
曲
を
働
く
地
頭
・
御
家
人
に
対
し
て
、
彼
ら
を
罪
科
に
処
す
る
御
教
書
を
重
ね
て
発

し
、
国
衝
を
興
行
す
る
こ
と
を
求
め
た
造
東
大
寺
領
肥
前
国
雑
掌
の
中
状
八
回
〉
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
結
果
的
に
見

れ
ば
地
頭
・
御
家
人
の
抵
抗
に
よ
っ
て
失
敗
に
終
わ
っ
て
は
い
る
が
、
国
雑
掌
が
地
頭
・
御
家
人
の
支
配
下
に
あ
る
郷
・
保
へ
の
立
ち

入
り
を
試
み
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ
の
職
務
遂
行
の
た
め
、
彼
ら
国
雑
掌
が
担
当
す
る
国
に
自
ら
下
向
す
る
こ
と
は
、

お
そ



ら
く
当
初
よ
り
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
こ
で
見
ら
れ
る
郷
・
保
へ
の
立
ち
入
り
の
如
き
直
接
的
な
活
動
は
、
少
な
く
と
も
現

段
階
で
は
鎌
倉
時
代
前
半
に
は
確
認
で
き
ず
、
在
京
し
て
国
司
の
代
官
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
た
段
階
に
比
べ
れ
ば
、

現
地
で
の
活
動
の
比
重
の
拡
大
と
い
う
点
に
お
い
て
、
こ
の
時
期
、
国
雑
掌
が
そ
の
性
格
を
若
干
変
化
さ
せ
て
い
た
と
予
想
す
る
こ
と

が
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ハ話〉

さ
ら
に
、
国
雑
掌
は
南
北
朝
期
に
な
っ
て
も
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
次
の
如
く
確
認
さ
れ
る
。

熊
野
山
新
宮
造
営
料
所
遠
江
国
事
、
解
状
副
具
書
如
此
、
子
細
見
状
、
任
去
年
十
一
一

f
六
日
論
旨
、
沙
汰
居
雑
掌
、
可
令
全
国
務

鎌倉時代の国雑掌

之
状
、
如
件
、

文
和
四
年
八
月
廿
九
日

花議
押詮
＇－＇、J

今
河
入
道
殴

ハ訂〉

前
年
、
文
和
三
（
一
三
五
回
）
年
十
二
月
の
後
光
厳
天
皇
論
旨
に
よ
っ
て
熊
野
山
新
宮
造
営
料
国
と
さ
れ
た
遠
江
国
に
、
国
雑
掌
を

「
沙
汰
居
」
い
て
、

「
国
務
」
を
全
う
さ
せ
る
よ
う
室
町
幕
府
が
命
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
右
の
事
実
は
、
こ
の
時
期
、
鎌
倉
時
代
の

国
雑
掌
が
果
た
し
て
い
た
役
割
を
前
提
と
し
て
、
熊
野
新
宮
の
造
営
を
無
事
済
ま
せ
る
た
め
、
幕
府
に
よ
っ
て
国
雑
掌
が
置
か
れ
た
も

ハお〉

の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
何
ら
か
の
負
担
を
割
り
当
て
ら
れ
た
固
に
お
い
て
、
そ
の
割
り
当
て
ら
れ
た
負
担
の
調

達
を
果
た
す
た
め
に
、
国
雑
掌
の
機
能
が
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
も
暦
応
年
閉
会
三
四

O
年
前
後
）
頃
、
当
時

東
大
寺
造
営
料
国
で
あ
っ
た
周
防
国
に
お
い
て
も
国
雑
掌
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
南
北
朝
期
に
お
け
る
国
雑
掌
の
存
在
は
、
そ
の
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前
段
階
で
あ
る
鎌
倉
時
代
の
国
雑
掌
が
果
た
し
た
役
割
の
重
要
さ
を
改
め
て
推
測
さ
せ
る
事
実
と
言
え
よ
う
。
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以
上
、
鎌
倉
時
代
の
国
雑
掌
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
が
、
本
郷
氏
の
研
究
に
屋
上
屋
を
重
ね
た
に
し
か
す
ぎ
ず
、
そ
の
一
方
で
論

じ
残
し
た
課
題
は
多
い
。
国
雑
掌
と
、
網
野
氏
に
よ
っ
て
「
荘
園
に
つ
い
て
、
公
領
に
お
け
る
国
雑
掌
と
同
様
の
役
割
を
果
し
た
も

お
〉
と
位
置
付
け
ら
れ
た
荘
雑
掌
と
の
比
較
・
検
討
を
深
め
る
こ
と
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
o

ま
た
、
今
回
は
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
「
国
街
雑
主
叫
〉
と
国
雑
掌
と
の
関
係
も
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ

ぅ
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
「
国
街
雑
掌
」
と
い
う
呼
称
が
史
料
上
に
現
れ
て
く
る
背
景
に
は
、
先
に
触
れ
た
鎌
倉
時
代
後
半
以
降
に
お
け

る
国
雑
掌
の
現
地
で
の
活
動
の
比
重
拡
大
と
い
う
事
態
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
現
段
階
で
は
結
論
を
留
保
し
て
お
き
た
い
。

さ
ら
に
、
職
掌
の
問
題
も
含
め
て
目
代
や
在
庁
官
人
と
国
雑
掌
と
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
の
解
明
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第

二
章
で
見
た
寛
喜
三
年
の
伊
勢
公
卿
勅
使
役
調
達
の
際
、
伊
勢
国
知
行
国
主
で
も
あ
っ
た
斎
宮
寮
頭
平
惟
忠
の
伊
勢
下
向
に
あ
た
っ
て
、

惟
忠
の
下
向
に
よ
っ
て
伊
勢
公
卿
勅
使
役
伊
勢
国
分
の
納
入
に
関
し
て
交
渉
相
手
が
い
な
く
な
る
た
め
、
奉
行
藤
原
経
光
が
在
京
す
る

在
庁
四
人
の
う
ち
一
人
を
交
渉
相
手
と
し
て
京
都
に
留
め
置
く
こ
と
を
要
請
し
た
。
惟
忠
は
当
初
そ
れ
に
不
承
知
で
あ
っ
た
が
、
再
度

「
如
二
目
代
・
雑
掌
一
者
、
可
ニ
差
置
こ
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
と
、

「
亡
国
左
道
之
問
、
無
ニ
雑
掌
二
無
二
目
代
乙
に
よ
り
、
在
庁
一
人

を
在
京
さ
せ
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
〈
幻
〉
o

少
な
く
と
も
こ
の
場
合
、
国
雑
掌
と
目
代
舎
在
庁
官
人
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
こ
の
役
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
近
江
国
で
は
、
国
雑
掌
康
直
と
な
ら
ん
で
目
代
（
清
忠
）

門
川
出
〉

が
い
た
こ
と
か
ら
見
て
も
〈
お
〉
、
国
雑
掌
と
目
代
と
は
、
基
本
的
に
は
別
の
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
た
だ
鎌
倉
時
代
後

半
に
な
る
と
、
東
大
寺
の
料
国
で
あ
っ
た
周
防
・
備
前
い
ず
れ
か
の
国
の
目
代
職
を
所
望
し
て
「
口
入
」
を
要
請
す
る
年
未
詳
卯
月
十

四
日
道
案
室

h
r
「
周
防
国
殊
望
候
へ
と
も
、
雑
掌
治
定
候
者
、
備
前
国
御
さ
し
可
v給
候
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
目
代
職
と
国
雑
掌

が
近
似
す
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
史
料
も
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
か
ら
、

か
か
る
傾
向
を
鎌
倉
時
代
後
半
の
一
般



的
な
も
の
と
考
え
る
か
、
あ
る
い
は
東
大
寺
造
営
料
国
と
い
う
特
殊
性
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
か
、
と
い
っ
た
点
も
含
め
て
、
国
雑
掌

と
目
代
等
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
検
討
が
深
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
今
後
さ
ら
に
在
地
お
よ
び
国
街
内
部
に
お
け
る
国
雑
掌
の
位
置
と
役
割
を
追
究
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
国
街

行
政
の
全
体
の
中
に
、
彼
ら
を
位
置
付
け
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
作
業
を
通
し
て
、
当
該
期
の
国
司

l
王
朝
国
家

に
よ
る
一
国
内
支
配
の
実
態
に
ま
で
迫
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
進
展
の
著
し
い
近
年
の
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
期
に
か
け
て

の
王
朝
国
家
研
究
の
現
状
に
あ
っ
て
、
国
司

l
王
朝
国
家
に
よ
る
一
国
内
支
配
の
実
態
、
す
な
わ
ち
国
街
行
政
の
全
体
像
を
改
め
て

み
な
の
で
あ
る
。

問
い
直
し
て
み
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
国
雑
掌
に
関
す
る
分
析
も
ま
た
、
そ
の
た
め
の
一
つ
の
試

鎌倉時代の国雑掌

注
（

1
〉
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（

2
）
 

〈

3
）

（

4
）
 

原
因
重
「
国
雑
掌
に
つ
い
て
」
（
『
九
州
史
学
』
七
、
一
九
五
八
年
〉
、
泉
谷
康
夫
「
国
掌
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
歴
史
』
二

O
四
、
一
九
六

五
年
可
松
崎
英
一
「
国
雑
掌
の
研
究
」
（
『
九
州
史
学
』
三
七
・
三
八
・
三
九
、
一
九
六
七
年
）
、
赤
松
俊
秀
「
雑
掌
に
つ
い
て
」
（
『
古
文

書
研
究
』
創
刊
号
、
一
九
六
八
年
）
。
こ
の
他
、
国
雑
掌
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
勝
山
清
次
「
『
弁
済
使
』
の
成
立
に
つ
い
て
」
（
『
日

本
史
研
究
』
一
五
0
・
一
五
一
、
一
九
七
五
年
）
、
中
原
俊
章
『
中
世
公
家
と
地
下
官
人
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
）
二
三
六
i
ニ

コ
一
七
頁
な
ど
が
あ
る
。

『
国
史
大
辞
典
』
四
（
古
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
〉
八
三
九
頁
。

本
郷
恵
子
「
中
世
前
期
の
朝
廷
財
政
に
つ
い
て
」
（
『
史
学
雑
誌
』
一

0
7
1四
、
一
九
九
二
年
〉
。

鎌
倉
時
代
以
後
の
国
雑
掌
に
関
し
て
は
、
網
野
善
彦
「
雑
掌
」
（
『
平
凡
社
大
百
科
事
典
』
六
、
平
凡
社
、
一
九
八
五
年
〉
・
「
日
本
王
権
の

特
質
を
め
ぐ
っ
て
」
〈
『
年
報
中
世
史
研
究
』
一
入
、
一
九
九
三
年
）
一
一
一
一

1
一
五
頁
、
が
示
唆
に
満
ち
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
荘
園
の
雑

掌
と
国
雑
掌
と
の
類
似
性
の
問
題
も
含
め
て
、
中
世
に
お
け
る
国
雑
掌
の
展
開
の
大
筋
を
示
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
多
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（

5
）
 

（

6
）
 

（

7
）
 

く
の
点
を
学
ん
だ
。
た
だ
、
あ
く
ま
で
も
大
筋
を
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
事
実
の
指
摘
の
面
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
充
分
な
も
の
と
は

な
っ
て
い
な
い
。

松
崎
英
一
前
掲
注
（
1
）
論
文
二
一
具
。

本
郷
恵
子
前
掲
注
（
3
〉
論
文
四
一
二
一
良
。

た
と
え
ば
、
建
久
二
年
に
は
摂
津
国
で
国
雑
掌
が
不
設
置
で
あ
り
〈
7
〉
、
寛
喜
三
年
に
は
伊
勢
国
で
も
国
雑
掌
は
置
か
れ
て
い
な
い

〈幻〉。

具
体
的
な
名
前
が
知
ら
れ
る
事
例
は
、
康
直
〈
U
－

n
－

M
－

nim山
〉
、
左
官
掌
紀
国
兼
〈
却
〉
、
五
位
出
納
中
原
俊
職
〈
訂
・
M
M
－

必
〉
、
資
尚
〈
位
〉
、
大
蔵
丞
右
史
生
安
倍
久
頼
〈
M
H
j
U
〉
、
備
前
左
衛
門
〈
臼
〉
、
本
願
〈
回
〉
、
季
重
一
〈
印
〉
、
兼
定
〈
臼
・
日
〉
、
尚

俊
〈
臼
〉
、
忠
光
〈
剖
〉
、
宗
清
八
回
〉
、
高
豊
田
応
〈
回
〉
の
十
三
例
で
あ
る
。

紀
国
兼
に
つ
い
て
は
本
郷
恵
子
前
掲
注
（
3
）
論
文
五
六
頁
、
中
原
俊
職
に
つ
い
て
は
同
五
八
頁
、
安
倍
久
頼
に
つ
い
て
は
同
四
七

1
四
九

頁
・
同
氏
「
中
世
前
期
に
於
け
る
下
級
官
人
の
動
向
に
つ
い
て
」
（
石
井
進
編
『
中
世
の
人
と
政
治
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
人
年
、
所

収
）
九
二

1
九
一
二
頁
参
照
。

既
述
の
如
く
、
ま
た
以
下
述
べ
る
よ
う
に
、
鎌
倉
期
に
あ
っ
て
も
国
雑
掌
は
在
京
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
後

述
す
る
が
、
鎌
倉
後
・
末
期
に
至
る
と
、
国
雑
掌
が
京
都
で
は
な
く
担
当
国
の
現
地
で
活
動
す
る
事
例
〈
回
〉
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
御
斎
会
の
一
連
の
実
施
過
程
に
つ
い
て
は
、
『
経
光
卿
御
斎
会
奉
行
記
』
（
『
大
日
本
史
料
』
五
｜
九
、
四
七
五

1
四
九
九
頁
〉
に
詳

し
い
。
以
下
の
考
察
も
そ
の
記
事
に
基
づ
い
て
い
る
。

「
鈎
召
」
が
命
じ
ら
れ
た
翌
日
す
ぐ
に
、
ほ
と
ん
ど
の
国
雑
掌
が
院
御
所
に
召
集
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
こ
の
時
期
の
国
雑
掌

も
ま
た
、
平
安
末
期
の
そ
れ
と
同
様
に
在
京
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
事
実
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
諸
国
か
ら
の
負
担
割
り
当
て
分
の
納
入
が
な
さ
れ
ず
、
国
雑
掌
に
対
す
る
種
々
の
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
事
実
か
ら
知
ら
れ

る
よ
う
に
、
諸
国
に
負
担
を
割
り
当
て
て
の
用
途
調
達
は
、
こ
の
時
期
、
順
調
に
は
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
拙
稿

「
鎌
倉
期
王
朝
国
家
の
政
治
機
構

l
公
事
用
途
調
達
を
素
材
と
し
た
基
礎
的
考
察

l
i」
（
『
日
本
史
研
究
』
一
二
四
七
、
一
九
九
一
年
〉

参
照
。
諸
可
年
預
と
諸
国
雑
掌
の
不
当
を
誠
め
る
こ
と
を
命
じ
た
公
家
新
制
建
久
I
令
第
一
四
条
〈
5
〉
に
お
い
て
、
彼
ら
の
不
当
行
為
の
禁
止

（

8
）
 

（

9
）
 

（

ω） 
（日）

（ロ）
（臼）

（

M
）
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（日）

を
怠
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
上
司
で
あ
り
監
督
者
た
る
長
官
や
宰
吏
（
H
国
司
）
が
「
違
勅
」
罪
に
処
せ
ら
れ
た
よ
う
に
、
国
雑
掌
の
不

法
行
為
や
失
策
の
最
終
責
任
は
、
当
然
、
国
司
に
求
め
ら
れ
た
。

小
山
田
義
夫
「
承
久
の
大
内
裏
再
建
事
業
に
つ
い
て

1
1
造
営
費
調
達
形
態
を
中
心
と
し
て
｜
｜
」
（
『
流
通
経
済
大
学
論
集
』
一

O
l四、

一
九
七
六
年
〉
。

小
山
田
義
夫
前
掲
注
（
日
〉
論
文
五
八
頁
、
平
山
浩
三
「
一
国
平
均
役
荘
園
催
徴
の
一
形
態
に
つ
い
て
｜
｜
鎌
倉
初
期
を
中
心
に

i
l
」

（
『
日
本
歴
史
』
三
九
九
、
一
九
八
一
年
）
五

0
1五
一
頁
。

〈
日
〉
中
に
載
せ
ら
れ
た
「
雑
掌
折
紙
」
は
、
そ
の
内
容
の
一
致
状
況
か
ら
推
測
し
て
八
時
〉
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
郷
恵
子
前
掲
注
（
3
）
論
文
五
九
1
六
O
頁。

『
民
経
記
』
寛
喜
三
年
七
月
二
十
一
日
条
。
な
お
、
藤
原
経
光
は
当
時
、
五
位
蔵
人
で
あ
っ
た

Q
職
事
補
任
』
後
堀
河
院
条
〈
『
群
書
類

従
』
四
〉
）
。

こ
の
事
例
八
日
V

は
、
国
司
が
交
替
し
て
も
国
雑
掌
が
交
替
し
て
い
な
い
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
の
国
雑
掌
の
中

に
は
、
国
司
と
の
関
係
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
る
者
ば
か
り
だ
け
で
は
な
く
、
国
司
の
交
替
と
は
無
関
係
に
特
定
の
国
を
継
続
し
て
担
当
す

る
よ
う
な
国
雑
掌
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
事
例
と
言
え
よ
う
。

平
山
浩
三
「
一
国
平
均
役
の
済
例
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
歴
史
』
五
四
一
、
一
九
九
三
年
〉
。

国
可
に
よ
る
任
国
支
配
の
た
め
に
は
、
特
に
各
種
用
途
の
調
達
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
何
ら
か
の
形
で
、
本
稿
で
考
察
し
て
い
る
国
雑

掌
と
同
様
な
役
割
を
果
た
す
存
在
を
欠
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
だ
け
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。
そ
れ
を
「
閏
雑
掌
」
と
呼

ぶ
か
否
か
は
、
ま
た
別
の
問
題
で
あ
る
。

『
平
安
遺
文
』
七

i
一二六

O
六
・
三
六

O
七
号
。

原
因
霊
前
掲
注
（
1
）
論
文
一
六

1
一
七
支
、
本
郷
恵
子
前
掲
注
〈
3
〉
論
文
四
コ
一
’
h
四
七
頁
。

本
郷
恵
子
前
掲
注
（
3
）
論
文
四
五

1
四
六
頁
。

水
戸
部
正
男
『
公
家
新
制
の
研
究
』
〈
創
文
社
、
一
九
六
一
年
〉
七
一

i
八
八
頁
。

水
戸
部
正
男
前
掲
注
（
鉛
）
書
一
一
七
頁
。

拙
稿
「
平
安
末
i
鎌
倉
期
の
大
嘗
会
用
途
調
達
1
1
鎌
倉
期
王
朝
国
家
の
臨
時
公
事
用
途
調
達
に
関
す
る
一
考
察

t
l
」
（
『
ヒ
ス
ト
リ

（
日
叩
〉

（げ）

（
叩
叩
）

（

mm）
 

（

却

〉

（幻〉
（詑）

（お〉

（

U
A
〉

（

部

）

（お）
（幻〉
（叩却〉
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（

mm）
 

（

m剖
）

（引む

ア
』
一
一
一
一
四
、
一
九
九
二
年
〉
参
照
。

本
郷
恵
子
前
掲
注
（
3
〉
論
文
四
七
・
五
五

1
五
六
真
。

網
野
善
彦
『
蒙
古
襲
来
〈
小
学
館
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
版
・
上
〉
』
（
小
学
館
、
一
九
九
二
年
〉
四

O
頁。

稲
葉
仲
道
「
鎌
倉
後
期
の
『
国
街
興
行
』
・
『
国
街
勘
落
』
｜
｜
王
朝
と
幕
府
の
国
街
興
行
政
策
！
i

」
（
『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論

集
』
史
学
三
七
、
一
九
九
一
年
〉
。

稲
葉
仲
道
前
掲
注
（
出
）
論
文
二
二
四
1
二
二
五
頁
。

『
鎌
倉
遺
文
』
二
ハ

l
三
二
八
三
号
。
な
お
、
こ
の
「
文
、
氷
一
五
年
四
月
廿
五
日
関
東
平
均
御
式
目
」
の
真
偽
に
つ
い
て
の
訴
擦
の
応
酬

を
め
ぐ
る
諸
問
題
は
、
笠
松
宏
至
「
中
世
法
の
特
質
」
（
同
氏
『
日
本
中
世
法
史
論
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
九
年
、
所
収
）
一

1
八
頁
参
照
。

湯
浅
氏
一
族
の
京
都
に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
は
、
高
橋
修
「
中
世
前
期
の
地
域
社
会
に
お
け
る
領
主
と
住
民
｜
｜
紀
伊
国
湯
浅
氏
の

『
長
者
的
』
な
領
主
制
1
1
」
（
『
立
命
館
文
学
』
五
二
一
、
一
九
九
一
年
）
一
一
一
四

1
一
二
八
頁
参
照
。

本
郷
恵
子
前
掲
注
（
3
）
論
文
五
八
頁
。

文
和
四
年
八
月
二
十
九
日
足
利
義
詮
御
判
御
教
書
（
『
大
日
本
史
料
』
六

i
十
九
、
二
九

O
頁
）
。
な
お
、
こ
の
遠
江
国
雑
掌
関
係
の
史
料

〈
『
袋
井
市
史
』
史
料
編
一
〈
古
代
・
中
世
〉
、
一
九
八
一
年
、
所
収
）
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
圭
氏
よ
り
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

文
和
三
年
十
二
月
六
日
後
光
厳
天
皇
論
旨

Q
大
日
本
史
料
』
六
｜
十
九
、
二
九

O
頁）。

こ
の
時
、
安
房
国
に
つ
い
て
も
遠
江
国
の
場
合
と
全
く
同
様
に
、
国
雑
掌
が
「
沙
汰
居
」
か
れ
て
い
る
（
『
大
日
本
史
料
』
六
l
十
九
、

二
八
九
1
二
九

O
頁
〈
文
和
三
年
十
二
月
六
日
条
〉
）
。

暦
応
二
年
十
二
月
二
十
七
日
某
御
教
書
・
磨
応
三
年
二
月
十
二
日
大
内
長
弘
申
状
（
『
防
府
国
分
寺
古
文
書
写
』
〈
『
防
長
風
土
注
進
案
一

O
〔
三
田
尻
宰
判
下
〕
』
、
山
口
県
立
山
口
図
書
館
、
一
九
六
五
年
、
所
収
〉

l
四
0
・
四
一
号
〉
、
暦
応
四
年
八
月
二
十
八
日
周
防
国
雑

掌
定
尊
・
牟
礼
令
地
頭
修
理
権
大
夫
代
平
茂
平
和
与
状
ハ
『
牟
礼
阿
弥
陀
寺
古
文
書
写
』
〈
同
前
〉

l
六
九
号
）
な
ど
。

網
野
善
彦
前
掲
注
（
4
）
『
年
報
中
世
史
研
究
』
論
文
一
四
頁
。

正
和
四
年
六
月
二
日
鎮
西
下
知
状
（
『
鎌
倉
遺
文
』
一
三
一
一
i
l
二
五
五
二
六
号
〉
、
年
月
日
未
詳
某
重
申
状
案
・
同
某
申
状
案
（
同
一
一
一
七
｜
二

八
六
三
二
・
二
八
六
三
三
号
、
二
八
九
一
九
・
二
八
九
二

O
号
）
、
元
亨
四
年
九
月
九
日
石
見
周
布
郷
文
書
目
録
〈
同
三
七
！
二
八
八
二

（犯）
（お）

（

M
品
）

（お）

（
叩
山
）

（

幻

）

（

mぬ
）

（却）

〈
州
制
）

（

H
U
〉



（州出〉

二
号
）
、
一
克
徳
四
年
正
月
日
肥
前
河
上
社
雑
掌
家
邦
陳
状
写
〈
岡
田
一
1
1
一
一
一
一
六
六
九
号
〉
な
ど
、
主
と
し
て
鎌
倉
時
代
も
末
期
に
近
づ

い
た
頃
の
史
料
の
中
に
散
見
さ
れ
る
。

年
未
詳
三
月
十
五
日
前
薩
摩
守
大
江
泰
兼
陳
状
〈
幻
〉
に
お
い
て
も
、
国
役
を
「
押
懸
」
け
よ
う
と
し
た
存
在
と
し
て
、
国
目
代
と
雑
掌

と
が
並
列
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

『
鎌
倉
遺
文
』
一
一
一
一
ー
一
六
六
一
ニ

O
号
。
〈
部
〉
に
関
わ
る
一
連
の
史
料
で
あ
る
。

（州知〉

鎌倉時代の国雑掌

〔
付
記
〕
本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
、
北
陸
古
代
中
世
史
懇
話
会
・
大
阪
歴
史
学
会
中
世
史
部
会
に
お
い
て
報
告
の
機
会
を
得
、
参
加
者
の
方
々

か
ら
貴
重
な
御
教
示
を
賜
っ
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
本
稿
は
、
一
九
九
三
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
ハ
特
別
研

究
員
奨
励
費
〉
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）

49 
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Z己 載 内 a廿~ 
備考

院庁下文に任せて河上社座主職補任を命じる大宰府守護所下文の宛所

兼実、斎宮寮納米に関する国司と斎宮寮との相論について、雑掌と寮司に官底での対決を命
じる

兼実、神今食神服神僕等の未進について、雑掌からの事情聴取を命じる

①内裏修造負担僻怠国雑掌の召緩めを命じ、②出雲閣が雑掌を出頭させなかったことへの
処置を命じる

諸司・諸国不当につき、年頭非法・雑掌不当の誠めを命じる

諸社祭記興行、祈年祭以下四度祭日には諸社司・諸国雑掌が神祇官で幣物を受If取り耕土に
送ることを命じる

八十嶋祭摂津国駅家雑事欠如は、雑掌不設置と在庁官人隠遁により、役催促の人がいなかっ
たことによる

引用する、造宇佐作根米弁済を命じる大宰府宣の宛所 A 

引用する、造字佐作娘米弁済を命じる大宰府宣の宛所 A 

吉書調進に際し、国司がいない場合には在京雑掌が代行する

大問国正八幡宮正殿以下造営の催勤を命じる大宰府宛官室旨に見える三笛国雑掌等詩文

春日社カ造営国である上に、恒例・臨時の謀役が絶えることがない、勤役困難を訴えると、馬
部・吉上を雑掌に｛せせられることがあり、同役の勤仕は困難である

上総国語事原基適領菅生庄造宮米に関して見える雑掌折紙 B 

内裏役について見える雑掌康直請文 B 

上総国伊隅圧倒防造内裏米に関して見える雑掌折紙 B 

藤原基遜領菅生庄造宮米について、京済不可能の場合、近隣庄園に準じて領家下知状による
B 

催促を上総国雑掌が申請

上総園周西郡大内造宮米に関して見える雑掌折紙 B 

造宮用途米に関して見える雑掌申状 B 

造内裏役徴収について、所済の実がないのに芳使等が雑掌を謎責し、恥辱に及ぶ B 

雑掌左宮掌紀国兼、若宮遷宮のため下向

（号｜用庁室中）近年はじめて、国目代・雑掌が自分の国役を押懸けるために穫々 の無道を行っ
た
最勝講召物の進済困難を雑掌が国守に上申

雑掌康直、伊勢公卿勅使近江国駅家雑事沙汰のため近江国目代の参洛を度々要請、目代内関 c 東よりようやく上洛

伊勢・近江両国司、伊勢公卿勅使駅家殺事諸圧園配符を進める、近江国記符は雑掌康直子男 c 
が持参

近に分江国け伊、雑勢掌公に郷給勅す使駅家雑事、配符を御教書に付して催す圧園・宮使によって直接付す庄園
こ給す c 

三河国司、和太保が内蔵寮便補たることを雑掌折紙にて重ねて上申 c 
寮頭他虫下向につき、目代・雑掌を京都に差し置くことを申し入れる、亡国左道につき雑掌・ c 日代はおらず、在庁一人を留め置くことを領状

雑宣言廉直、所労危急により、当面、勘当を免ぜられることを求めるが、不可（←9月2臼条） c 
雑掌康直の劇丙のための勘当免許の勅定要請を、殿下に奏す c 
雑掌康直の療病による勘当の免群要請について、暫〈使庁へ置くとの勅定があったことを c 
殿下に奏す

伊勢公卿勅使役禄物①領状国雑掌の催促・②未済国雑掌に苛法使を付しての催促を行事所 c 
に命ず③安房国進済不可能を雑掌中原俊職が上申
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鎌倉時代の国雑掌

No. 西暦 年 月 日 文 書 名 国 名 出典
1 1186 文治2年8月6日 大宰府守護所下文 肥前 K0100154 

2 1188 文治4年6月1日 玉

3 1188 文治4年7月10日 玉

4 1189 文治5年12月3日 ②出雲 玉

5 1191 態久2年3月22日 後鳥羽天皇宣旨 諸国 K0100523 

6 1191 建久2年3月28日 後鳥羽天皇宣旨 諸国 K0!00526 

7 1191 建久2年11月15日 摂津 玉

8 1193 建久4年2月15日 豊後国留守所下文案 豊後 K0200654 
9 1193 建久4年2月15日 豊後国留守所下文案 豊後 K0200655 
10 1195 建久6年11月17日 美濃
11 1199 正治元年9月58 官宣旨案 日向・大隅・薩摩 KOZ01077 

12 1205 元久2年目月12日 阿波守政村書状 阿波 K0301540 

13 1220 承久2年7月16日 上総介某清国書状 上総 民裏利
14 1220 承久2年刊月29日 左官掌中原為継書状 壱岐 民裏t2
15 1220 承久Z年カ11月25日 上総介某清国書状 上総 民裏牢3

16 1220 承久2年カ 上総国雑掌調成安申状 上j総 民裏料

17 1220 承久2年方 某書状断簡 上j総 民裏キ5
18 1220 承久2年カ 某書状断簡 民裏利
19 1220 承久2年カ 某書状断簡 下野 民裏本7
20 1220 承久2年12月18日 造春日社国 若

21 9999 貞応3年以後3月15日 前薩摩守大江泰兼陳状 阿波 K0503238 

22 1231 寛喜3年カ4月21日 能登守某信忠書状 能登 民裏利

23 1231 寛喜3年8月17日 近江 民

24 1231 寛喜3年8月19日 近江 民

25 1231 寛喜3年8月20日 近江 民

26 1231 寛喜3年8月24日 三河 民

27 1231 寛喜3年8月26日 伊勢 民

28 1231 寛喜3年9月1日 近江 民
29 1231 寛喜3年9月2日 近江 民

30 1231 寛喜3年9月3日 近江 民

31 1231 寛喜3年10月8日 ③安房 民

表
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言己 載 内 :fヨ，' 備考

諸社祭紀興行、析年・月次祭には諸社司・諸国雑掌が神祇官で幣物を受け取り本社に送るこ
とを命じる

賀茂祭召物についての済例を雑掌に尋ねた上で返答することを上申

近年、御更衣召物勤仕の例なく、雑掌は治術を失っており、妥当な‘沙汰を要請

賀茂祭用途免除について披露を要諮

賀茂祭用途料の進済鴎難についての故露を要請

先伊l通りの進済を果たすため、小汚御庄国街街l年賞漆の進済方法等について上申
殿下教実、御奈会召物未済国越後への処置として、雑掌を議責することを命じる D 

御斎会召物に関して昨年12月に、苛法に付した後、雑掌を書自責するということを、諸国へそ D 
れぞれ命じる

兼ねて御済会の諸国所済を本日から院御所へ納めることを雑掌に命じるも全く到来無し D 
経光、官使をもって謎責することを諸国へ下知

経光に、精好絹遅済留を明日から鑓責することについて事情を奏上し、諸国雑掌等を議責す D 
るよう、大殿道家が命じる

御斎会召物に関し、を①吉越上後をは使雑っ掌て俊引職きをt召して沙汰させ、②能登は雑掌資尚を召して命じ、
③未済国諸国雑掌 出すこと、を命じる

D 

①召物未済国雑掌を院御所に召集、納入を果たすよう沙汰、②うち越後も雑掌俊職が領状、 D 
ただし申状奇怪につき経光が勘発を加える

和泉国雑掌大蔵丞安倍久頼、社家注文に任せて春日社仮殿遷宮用途を送付 E 

和泉国雑掌久頼、春臼社社殿材木について注進 E 

和泉国雑掌右史生安倍久頼、社家注文に任せて春日社遷宮用途を送付 E 

和泉国雑掌右史生安倍久頼、社家注文に任せて春日社遷宮用途を送付 E 

春日社造営に雑掌が計略を巡らすも不首尾、神人を付せられては雑掌がさらに苦しむこと
を訴え、その回避を企図

祈年穀奉幣の伊勢幣欠如により、加賀固に負担が命じられるが、近年の多くの負担割り当て
により認進困難を雑掌が上申

装束発遣以前に御装束生康絹御被三俸を送綿するとの国雑掌の領状あるも、その沙汰なく
欠如のまま発進される

殿下近衛兼経、雑掌の御更衣用途越前国分壁代ー帖の対拝に隠し、重ねて左府鷹司兼平への
伝達を命じる

大問国正八幡宮造営大宰府行事官料米雑事等の陵摩国不動仕に隠する所司神官等解状具書
として見える国雑掌解状

昨年7月雑掌備前左衛門死去のため、春日若宮の修理は服仮が明けた後、子息が沙汰する F 

春日若宮修理のうち最小事については、雑掌が服仮であっても、他の者に付して奉行するベ F 
きとの意見

土佐思雑掌が訴える稲吉乙松名年貢弁国検について、弁申を小代右衛門重俊に命じる

春日社合屋修理に関する安芸国司請文がその期江きもののため、雑掌へ神人百人を付すこ
とを命じたことを伝達

常陸思雑掌調成安、春日社手水屋新調用途を送付

宣旨に任せて薩摩国天満宮・国分寺を造進することを命じた大宰府下文の宛所

花山院内大臣家御分国因幡国雑掌本願の許から、紀伊国阿丘河庄地頭湯浅宗親が御式目を
書き出す

御鉢卜亀甲事についての子細を雑掌季重が口申

造住吉社段米未済について、雑掌散状の内容を問い合わせる

近代、在庁貢銀の営みをせず、雑掌は所済の計を失っている

国守拝任時（前年12月）、在京雑掌に新立庄園井加納余国について召し問う

所職・年貢に隠する造東大寺周防国雑掌と同国与国保公文朝保法師との相論に対する下知 G 
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No. 西暦 年 月 日 文 書 名 国 名 出典

32 1231 寛喜3年11月3日 後堀河天皇室旨 諸国 K0604240 

33 1232 寛喜4年3月11日 讃岐守源兼教書状 讃蚊 民裏的

34 1232 寛喜4年3月14日 阿波守源重定書状 阿波 民裏き10

35 1232 寛喜4年3月18日 周防国雑掌調成安請文 周防 民裏章11

36 1232 寛喜4年？月15日 伊賀国雑掌調成安請文 伊賀 民裏利2

37 1232 貞永元年カ イ言護国雑掌調成安申状 イ言法 民裏事13

38 1234 天福2年正月 3日 越後 斎

39 1234 天福2年正月 5日 斎

4自1234 天福2年正月 6日 斎

41 1234 天福2年正月 9日 斎

42 1234 天福2年正月11日 ①越綾②能登 斎

43 1234 天福2年正月12日 ②魁後 斎

44 1236 嘉禎2年4月11日 春日遷宮用途送文 和泉 定

45 1236 嘉禎2年4月14日 春日社澱材木注文 和泉 定

46 1236 嘉禎2年6月27日 和泉国雑掌送文 和泉 定

47 1236 嘉禎2年6月27日 和泉国雑掌送文 和泉 定

48 1239 延応元年7月4日 某御教書 和泉主 K0805451 

49 1245 寛元3年7月22日 加賀 平

50 1247 宝治元年9月13日 大神宮神主申状 美濃 K0906884 

51 1247 宝治元年10月l臼 越前 経

52 1255 建長7年10月10日 後深草天皇室旨 薩1摩 Kll07908 

53 1267 文永4年6月22日 和泉 賢

54 1267 文永4年6月23日 良俊奉書 和泉 賢

55 1271 文永8年6月20日 関東御教書 土佐 Kl410842 

56 1273 文永10年3月4日 春日神主泰道廻文 安芸 賢

57 1275 建治元年9月日 常陸国雑掌詞成安送文 常陸 賢

58 1276 建治2年正月日 大宰府下文案 薩摩 Kl612212 

59 1276 建治2年6月日 阿~河庄地頭湯浅宗親陳状案 因幡 Kl612372 

60 9999 弘安4年以前6月10日 阿波守某俊衡請文 阿波 Kl914471 

61 1281 弘安4年主10月11日 亀山上皇院宣 Kl914488 

62 1287 弘安10年7月2日 対馬守源光経解 対馬 勘ヰ14

63 1287 弘安10年7月3日 越中守源仲経申状 越中 勘会15

64 1287 弘安10年10月13日 関東下知状案 周防 K2116366 
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三己 載 内 合佐勺,. 備考

去弘安10年、文永の下知に相違なき由が仰せ下され、雑掌兼定の濫訴が素描される G 
筑目1jffi)雑掌を所望（cfK2216629・16630)

安芸国雑掌弁税所某光守と同国佐東本郷宗孝親跡地頭武田孫四郎泰継椙論の国作所の事に
ついて、東寺へ問い合わせた結果の報告
総州役官庁;ft面築垣二丈の沙汰を雑掌尚俊に命じる
祈年穀奉幣石見国幣料について①国司三条大納言案重領状にもかかわらず、雑掌、用途を下
行せず、②そのため雑掌に吉上を付して詰責

播磨国雑掌が訴える松原別宮燈泊料困畠の事について、際状提出を松原ErJ宮預所沙汰人等
に命じる

気比社造営について①近年は不法があった場合、雑掌を罪科とし正税によって造営②国
H 司、御服不足の弁明に雑掌散用状を用いる

気比社神宮等が訴える神人刃傷について、雑掌、事実無根を主張、このため事実を究明の上、
H 罪科の沙汰を行う

気比社科1官等の訴える神人刃傷について、国司、雑掌が無実を主猿していることを上申、こ
H のため真偽究明の上、罪科の沙汰を行う

国幣料対t早につき、成功の申請対持国のうち伯嘗の欠如理由は、熊野造国のため国務・雑
掌が在京しなかったことによる

佐渡国雑掌が訴える年貢未進について、究済を一宮地頭に命じる

紀伊国雑掌が訴える目前国盟主雨宮造替用途段米について、改沙汰を丹波守北条盛関に命じ
る

薩摩国役笛崎宮用途の事について、雑掌に問い合わせる

関東御訪用途未到着による大嘗会用途不足のため、段米未済の国身がなお難済すれば、雑掌
に馬部を付すとの沙汰あり

通重、東大寺八幡宮神輿御供用途千疋を進上、但し雑掌が位麹のため、願認に進まず重ねて
下知する

丹後国雑掌忠光と尚清法印代妙覚との黒戸国街方年貢に関する相論の申詞を主税ll!J章房が
執筆

国領地頭等の年貢納入について、雑掌が地頭等の抑留を訴えた場合の処置を規定
薩摩国雑掌宗清が訴える大嘗会米に関する相論について、その不当さを主張
筑後国吏務についての雑掌高憲申状

肥後国藤崎社造営料所肥後国正税段米以下のことに関する論旨と雑掌解状との送付につい
ての相模守北条守時宛添状

重ねて造東大寺領肥前国雑掌が、国街興行のため、軒曲の地頭・御家人を罪科に処するとの
御教書を郷保に下すことを求める

幕府追加法く『中世法制史料集J一所収〉、 K7桁数字（『鎌倉遺文』／7桁数字のうち、上2桁
は巻数、以下の5桁は文書番号をそれぞれ示す。たとえば、ぬlのK0100154は、『鎌倉造文』
第l巻154号を意味する。）

5. 「出典」繍注記は、以下の通り。＊l・＊3～s:r民経記』寛喜3年10月紙背文書、＊2：『民経
記』寛喜3年4月紙背文書、＊9～11:r民経記』貞永元年7月紙背文書、＊12・13：『民経記』貞
永元厚8月紙背文書、 * 14・15：『勘中記』弘安10年7月13日条、 * 16：『公衡公記j正応2年
2月13日条
6. f備考J欄に記したA～Hは、一連の史料であることを示す。
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No. 西暦 年 月 日 文 書 名 国 名 出典

65 1288 弘安11年 局防与国保公文職事書 周防 KZ116367 

66 9999 ？ 4月17日 道哀書状 筑前 K2216628 

67 9999 正応年間6月248 菜書状案 安芸 KZZ16887 

68 1288 正応元年3月4日 総州 勘

69 1289 正応2年2月13日 石見 実＊16

70 1289 正応2年金8月22日 某拙判下知状写 播磨 K2217116 

71 1289 正応2年9月19日 越前 吉続

72 1289 正応2年9月22日 越前 吉続

73 1289 正応2年9月30日 越前 吉続

74 9999 正応2年9・10月以前 中原国員申状 ｛白書 K2217128 

75 1291 正応4年8月5日 関東御教書 佐渡 K2317655 

76 1293 正応6年4月12日 関東御教書案 紀伊 K2318165 

77 9999 永仁元坪10・11月以前 一条教良御教書 薩摩 K2418244 

78 1301 正安3年11月15日 吉続

79 1309 延慶2年3月6日 三条通重請文案 K3123620 

80 1315 正和4年8月7日 丹後 衡

81 1322 JC亨2年正月12日 関東評定事書 諸国 追加717

82 1323 元亨3年5月18日 薩摩国雑掌紀宗灘請文（？） 薩摩 K3728404 

83 9999 嘉暦元年12月以前 某挙状 筑後 K3829666 

84 1330 元徳2年3月17日 藤原公宗添状案 肥後 K4030975 

85 9999 正慶頃カ 造東大寺領肥前回雑掌申状 E巴前 K4131837 

凡例・注記

1. 西暦・年月日については、可能な限り推定し、該当時点に並べるようにした。

2. 「文書名」摘には、『鎌倉遺文』の文書名を基礎として記した。

3. f国名」梼には、特定することが可能な国についてのみ記した。

4. f出典J欄略称は、以下の通り。玉（『玉葉』）、三（『三長記』）、民（『民経記』）、民裏（f時王

記』紙背文書）、若（『春日社若宮遷宮記jく『大日本史料J4ー15、承久2年12月24日条＞）、斎

ff経光卿御斎会奉行記』く『大日本史料』 5-9、文暦元年正月 8日条＞）、定（『中痘祐定記』）、
平（f平戸記』）、経（『経俊卿記』）、賢（『中臣祐賢記J）、勘｛『勘中記』）、実（『西園寺実兼記』

く『公衡公記』正応2年2月13日条所引＞）、吉続（「吉続記』）、衡（『公衡公記』）、追加（鎌倉


